
 
 

                        

                        

 

八
王
子
千
人
同
心 

 

八
王
子
千
人
同
心
は
、
徳
川
氏
が
関
東

に
入
国
し
た
際
、
政
治
的
又
軍
事
的
に
も

重
要
で
あ
る
八
王
子
に
配
置
し
た
在
郷
武

士
団
で
あ
る
。 

 

八
王
子
千
人
同
心
の
系
譜
は
古
く
、
甲

斐
国
武
田
氏
家
臣
団
の
小
人
組
に
遡
る
。

こ
の
小
人
組
は
、
村
々
の
名
主
層
を
頭
と

し
て
同
心
編
成
し
た
も
の
で
、
周
り
の
敵

国
か
ら
甲
斐
国
を
守
る
役
目
を
果
た
し
て

い
た
。 

 

武
田
家
滅
亡
後
徳
川
幕
府
の
傘
下
に
入

り
、
八
王
子
に
配
置
さ
れ
た
後
、
小
人
頭

に
拝
領
屋
敷
が
与
え
ら
れ
、
組
下
の
同
心

の
数
も
増
加
さ
れ
た
。
関
ヶ
原
の
戦
い
直

前
の
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
に
は
、
総

勢
千
人
か
ら
な
る
八
王
子
千
人
同
心
が
成

立
す
る
こ
と
に
な
る
。
屋
敷
を
持
た
な
い

多
く
の
同
心
達
は
、
八
王
子
周
辺
の
農
村

で
農
耕
に
携
わ
り
、
半
農
半
士
の
生
活
を

営
ん
で
い
た
。 

 
八王子千人同心屋敷跡の碑 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
西
八
王
子
駅
北
口
か
ら
、

千
人
同
心
発
祥
の
地
を
巡
る
凡
そ
四
㎞
の

行
程
。
甲
州
街
道
を
出
て
、
街
道
を
東
へ
、

五
つ
目
の
角
を
入
る
と
千
人
同
心
頭
石
坂

弥
次
衛
門
が
自
刀
し
た
興
岳
寺
に
着
く
。

街
道
を
戻
り
、
東
へ
歩
く
と
了
法
寺
。
更

に
東
へ
歩
き
、
追
分
至
る
。
こ
こ
に
は
、

千
人
同
心
屋
敷
跡
の
碑
と
甲
州
街
道
・
陣

馬
街
道
の
道
標
が
建
っ
て
い
る
。
旧
陣
馬

街
道
を
西
へ
歩
き
、
市
役
所
通
り
を
北
へ

向
か
う
と
、
左
に
千
貫
神
輿
で
有
名
な
多

賀
神
社
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
南
浅
川
の
水

無
瀬
橋
へ
。
再
び
旧
陣
馬
街
道
に
入
り
、

鮎
の
献
上
記
録
が
残
る
日
吉
八
王
子
神
社

へ
。
馬
場
横
町
へ
出
て
、
武
田
家
家
臣
や

千
人
同
心
頭
松
本
斗
機
蔵
ら
が
眠
っ
て
い

る
宗
格
院
に
着
く
。
千
人
頭
拝
領
馬
場
跡

か
ら
南
浅
川
に
出
て
、
南
横
川
橋
か
ら
旧

甲
州
街
道
へ
。
地
蔵
堂
跡
の
碑
と
分
岐
道

標
の
碑
を
見
る
。
新
旧
甲
州
街
道
、
長
安

寺
そ
し
て
銀
杏
並
木
を
通
り
、
西
八
王
子

駅
で
解
散
。 

●
千
人
町
界
隈
の
今
昔 

○
千
人
町 

八
王
子
十
五
宿
の
西
側
に
位
置
す
る
。 

千
人
同
心
の
拠
点
で
千
人
頭
の
拝
領

屋
敷
な
ど
が
軒
を
連
ね
る
武
家
屋
敷

の
町
で
あ
っ
た
。 

現
在
の
千
人
町
一
丁
目
～
四
丁
目
は

江
戸
期
の
八
王
子
千
人
町
の
名
を
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。 

○
久
保
宿 

八
王
子
十
五
宿
の
一
つ
、
現
在
の
日
吉

町
東
半
分 

○
本
郷
村 

現
在
の
元
本
郷
町 

○
島
ノ
坊
宿 

八
王
子
十
五
宿
の
一
つ
、
修
験
者
島
ノ

坊
の
宿
坊
が
あ
っ
た
。
修
験
者
島
ノ
坊

の
先
祖
の
俊
盛
が
文
禄
三
年
（
一
五
九

四
）
、
こ
こ
に
坊
（
僧
の
住
居
）
を
建

て
た
。
現
在
の
日
吉
町
西
半
分
と
千
人

町
二
丁
目
一
部
の
地 

  

                       

江戸時代の千人町界隈 
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①
馬
場
横
丁 

 

甲
州
街
道
、
千
人
町
二
丁
目
の
宗
格
院

へ
通
じ
る
道
路
を
馬
場
横
丁
と
呼
ん
で
い

る
。
江
戸
時
代
、
宗
格
院
北
側
か
ら
西
に

か
け
て
千
人
頭
の
馬
の
訓
練
場
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
拝

領
馬
場
と
も
呼
ば
れ
、
細
長
く
二
千
百
二

十
六
坪
（
約
七
，
○
二
○
㎢
）
の
面
積
が

あ
っ
た
と
い
う
。 

              

            

②
万
松
山

興
岳
寺 

千
人
町
一
‐
二
‐
八 

宗
派 
曹
洞
宗 

本
尊 

東
方
薬
師
瑠
璃
光
如
来 

寺
宝 

本
尊
薬
師
如
来 

 
 

 

聖
観
世
音
菩
薩
（
白
檀
製
） 

 
 

 

木
彫
四
天
王
像 
木
彫
十
二
神
像 

 
 

 

石
坂
弥
次
右
衛
門
義
禮
顕
彰
碑 

開
山 

随
翁
舜
悦
禅
師 

開
基 

石
坂
弥
次
右
衛
門
（
二
代
目
） 

開
創 

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
） 

本
尊
の
左
右
に
日
光
菩
薩
、
月
光
菩
薩

が
立
っ
て
い
る
。
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

火
災
で
堂
宇
全
焼
。
さ
ら
に
戦
災
で
全
焼

し
た
。
現
堂
宇
は
そ
の
後
再
建
さ
れ
た
が
、

区
画
整
理
に
よ
り
敷
地
は
分
断
さ
れ
、
本

堂
と
墓
域
の
間
に
道
路
が
通
っ
て
い
る
。 

墓
域
に
石
坂
弥
次
右
衛
門
義
礼
の
墓

が
あ
る
。
千
人
頭
石
坂
家
十
一
代
の
弥
次

右
衛
門
義
礼
は
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

に
生
ま
れ
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に

亡
く
な
っ
て
い
る
。 

弥
次
右
衛
門
は
、
慶
応
四
年
に
急
死
し

た
千
人
頭
萩
原
友
親
に
代
わ
り
、
日
光
の

火
の
番
頭
と
し
て
赴
任
し
た
。
勤
番
中
官

軍
に
攻
め
ら
れ
た
折
に
、
参
謀
の
板
垣
退

助
ら
に
日
光
を
明
け
渡
し
て
八
王
子
に
帰

っ
た
。
し
か
し
、
一
戦
も
交
え
ず
日
光
を

明
け
渡
し
た
責
任
を
取
っ
て
自
刃
し
た
。

そ
の
後
、
日
光
を
戦
火
か
ら
救
っ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。
法
名
は
「
興
樹
院
殿
大

忍
義
禮
」
。
墓
の
左
右
の
灯
籠
と
水
盤
に
、

千
人
同
心
四
十
五
名
と
、
弥
次
右
衛
門
義

礼
の
家
来
二
名
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

石
坂
弥
次
右
衛
門
顕
彰
碑
が
境
内
の
西
隅

側 面 馬場横丁道標 

甲州街道から見た馬場横丁 
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に
建
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
九
年
（
一
九

七
四
）
、
日
光
市
と
八
王
子
市
は
姉
妹
都
市

と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

                     

                        

                        

石坂弥次右衛門の墓 

石坂弥次右衛門が自刃した脇差 

千人同心石坂弥次右衛門ら 

千人同心石坂弥次右衛門ら 

日光市から寄贈された 
水鉢と花生け 

興 岳 寺 
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③
松
栄
山

了
法
寺 

 

日
吉
町
二
‐
一 

宗
派 

日
蓮
宗 

本
尊 

大
曼
荼
羅
御
本
尊 

延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
に
元
八
王
子

に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸

初
期
現
地
に
移
転
。
大
正
五
年
（
一
九
一

六
）
に
中
興
、
そ
の
後
戦
災
に
よ
り
焼
失

し
戦
後
再
建
し
た
。
弁
財
天
（
八
王
子
七

福
神
）
を
祀
り
、
良
縁
成
就
の
縁
結
び
や

子
育
て
に
功
徳
が
あ
る
と
か
。
近
年
で
は

「
萌
え
看
板
」
で
有
名
。 

           

                        

                       

了 法 寺 

弁 財 天 

お岩稲荷 

萌え看板  とろ美作 

お岩稲荷大明神 
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④
追
分
の
道
標 

 

追
分
町 

 

こ
の
道
標
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
、

江
戸
の
足
袋
職
人
清
八
と
い
う
人
の
寄
進

で
あ
る
。
高
尾
山
に
銅
製
五
重
塔
を
奉
納

し
た
記
念
に
、
甲
州
街
道
の
新
宿
、
八
王

子
、
高
尾
山
麓
小
名
路
の
三
追
分
に
建
て

た
道
標
の
一
つ
。
追
分
の
道
標
碑
面
に
は
、 

「
左
甲
州
道
中
高
尾
山
道
」 

「
右
あ
ん
げ
道
」 

「
文
化
八
年
六
月
江
戸
清
八
」 

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年
八
月
二

日
の
八
王
子
空
襲
に
よ
り
四
つ
に
割
れ
、

一
部
は
不
明
、
基
部
は
地
元
に
、
一
部
は

郷
土
資
料
館
に
置
か
れ
て
い
た
。
地
元
の

要
望
を
受
け
、
平
成
十
五
年
五
月
に
復
元

さ
れ
た
。「
桑
都
日
記
」
に
も
、
千
人
屋
敷

に
建
立
の
願
い
を
出
し
て
い
る
事
実
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
道
標
は
平
成

二
十
五
年
二
月
中
旬
ま
で
追
分
け
の
歩
道

橋
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
交
番
設
置

の
た
め
、
現
在
は
交
番
前
に
移
動
さ
れ
て

い
る
。 

                        

⑤
千
人
同
心
屋
敷
跡
碑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

追
分
町 

同
心
屋
敷
跡
の
碑
は
、
甲
州
街
道
と
陣

馬
街
道
の
分
岐
す
る
地
点
に
あ
る
。
寛
政

元
年
（
一
七
八
九
）
屋
敷
図
に
よ
れ
ば
こ

の
場
所
は
千
人
頭
原
半
左
衛
門
組
屋
敷
が

あ
っ
た
所
。
碑
は
、
昭
和
三
十
五
年
（
一

九
六
〇
）
建
立
。
菅
原
香
風
の
揮
毫
に
よ

る
。 

              
甲州街道 左 甲州街道 

中 高尾山 

千人同心屋敷跡碑 
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【
久
保
宿
】 

 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の

陣
馬
街
道
沿
い
の
宿
場
名
。
八
王
子
横
山

十
五
宿
の
一
つ
。
現
在
の
日
吉
町
東
半
分

に
あ
た
る
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

嶋
の
坊
宿
と
合
わ
せ
て
久
島
町
（
現
在
町

名
は
無
し
）
と
な
る
。 

  

【
嶋
の
坊
宿
】 

 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の

陣
馬
街
道
沿
い
の
宿
場
名
。
八
王
子
横
山

十
五
宿
の
一
つ
。
現
在
の
日
吉
町
西
半
分

と
千
人
町
二
丁
目
の
一
部
に
あ
た
る
。
江

戸
期
に
修
験
者
嶋
の
坊
の
宿
坊
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
。
明
治
十
五

年
（
一
八
八
二
）
久
保
宿
と
合
わ
せ
て
久

島
町
（
現
在
町
名
は
無
し
）
と
な
る
。 

   

●
日
吉
町 

市
街
地
の
西
端
に
あ
る
。
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
十
月
一
日
町
名
改
正
に
よ

り
町
名
が
確
定
。
そ
れ
ま
で
の
八
王
子
久

嶋
町
と
本
郷
村
の
一
部
が
吉
町
と
な
り
、

八
王
子
市
制
施
行
を
経
て
今
日
に
至
る
。

西
端
に
は
南
浅
川
水
無
瀬
橋
が
架
か
り
、

東
端
に
は
甲
州
街
道
、
北
寄
り
に
は
陣
馬

街
道
が
走
る
。 

  

●
追
分
町 

市
街
地
の
西
端
に
あ
る
。
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
町
名
改
正
の
際
、
そ
れ
ま

で
の
千
人
町
と
久
嶋
町
の
一
部
が
追
分
町

と
な
る
。
江
戸
時
代
の
八
王
子
横
山
十
五

宿
の
一
つ
。
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
追
分

と
称
さ
れ
、
そ
の
名
が
町
名
と
な
っ
た
。

東
方
か
ら
は
甲
州
街
道
が
入
り
、
中
央
部

で
陣
馬
街
道
に
分
か
れ
、
西
南
へ
と
ぬ
け

て
い
る
。
そ
の
分
岐
点
が
追
分
で
あ
り
、

千
人
同
心
屋
敷
跡
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

●
千
人
町 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

の
町
名
。
多
摩
群
由
井
領
の
う
ち
で
、
正

し
く
は
八
王
子
千
人
町
と
呼
ぶ
。
八
王
子

千
人
頭
十
家
と
千
人
同
心
約
百
家
の
拝
領

屋
敷
地
だ
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
い

た
。
八
王
子
横
山
十
五
宿
の
西
に
続
く
地
。

ほ
ぼ
現
在
の
千
人
町
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

に
あ
た
る
。 

  

●
久
嶋

ひ
さ
し
ま

町ま

ち 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
、
江
戸
時

代
以
来
の
久
保
宿
と
嶋
の
坊
宿
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

十
月
一
日
町
名
改
正
に
よ
り
町
名
が
確
定
。

八
王
子
市
制
施
行
の
際
、
久
嶋
町
は
無
く

な
り
、
現
在
の
日
吉
町
と
追
分
町
の
各
一

部
に
編
入
さ
れ
た
。 
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⑥
多
賀
神
社 

 
 

 
 

 
 

元
本
郷
町
四
丁
目
九
❘
二
十
一 

祭
神 

伊
弉
諾
尊
（
い
ざ
な
み
の
み
こ
と
）
、 

伊
弉
冉
尊
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
） 

例
祭 

八
月
第
一
土
・
日
曜
日 

社
伝
に
よ
る
と
天
慶
元
年
（
九
三
八
）

滋
賀
県
多
賀
神
社
か
ら
奉
祀
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
市
街
地
の
西
半
分
の
鎮
守

と
し
て
「
西
の
総
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
東
の
総
社
」
は
、
八
幡
八
雲
神
社
。
末

社
に
は
、
機
守
神
社
を
は
じ
め
大
鳥
神
社
、

天
満
神
社
、
稲
荷
神
社
、
厳
島
神
社
、
日

枝
神
社
、
第
六
天
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

社
額
、
千
貫
神
輿
が
有
名
で
あ
る
。 

文
応
元
年
（
一
二
六
○
）
北
条
時
頼
が

諸
国
巡
行
の
折
病
に
倒
れ
、
病
気
平
癒
を

祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一

説
に
、
散
田
村
の
高
宰
社
を
勧
請
し
た
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
六
日
の

甲
州
勝
沼
で
の
戦
い
に
敗
れ
た
甲
陽
鎮
撫

隊
が
、
敗
走
の
末
、
三
日
後
の
三
月
九
日

に
集
結
し
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

                        

           

●
多
賀
神
社
社
号
額 

 

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
第
二
次
長
州

征
伐
の
折
り
、
千
人
同
心
神
宮
寺
金
一
郎
、

川
村
豊
左
衛
門
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
。 

裏
面
に
次
の
様
に
彫
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

慶
應
二
年
丙
寅
春 

 
 

後
進
發
御
供
在
阪
中
造
營
奉
獻 

 
 

多
賀
神
前 

 
 

 
 

 

神
宮
寺
金
一
郎 

橘
正
敬 

 
 

願
主 

川
村
豊
左
ヱ
門 

藤
原
秀
守 

 
 

 
 

 

鹽
野
幸
七
郎 

 

源
光
直 

 
 

額
細
工
司 

 
 

 
 

豊
田
佐
兵
ヱ 

多賀神社全景 多賀神社鳥居 

多賀神社拝殿 
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●
機
守
神
社 

祭
神 

天
之
棚
機
姫
尊 

（
あ
ま
の
た
ち
ば
な
ひ
め
の
み
こ
と
） 

 
 

 

天
之
羽
槌
雄
命 

（
あ
ま
の
は
つ
ち
お
の
み
こ
と
） 

例
祭 

七
月
七
日 

 

勧
請
年
代
は
不
明
。
一
説
に
は
、
江
戸

中
期
、
徳
川
御
三
家
の
一
つ
田
安
家
家
臣

が
公
務
の
為
こ
の
地
に
赴
い
た
時
に
勧
請

し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
八
王
子
周

辺
地
域
の
織
物
関
係
者
に
崇
敬
さ
れ
て
お

り
、
大
善
寺
境
内
の
機
守
神
社
と
こ
の
二

社
の
知
名
度
が
高
い
。 

 

                       

●
千
貫
神
輿 

 

当
神
社
の
宮
神
輿
は
明
治
十
五
年
東
京

浅
草
で
建
造
さ
れ
た
。
総
欅
造
り
、
高
さ

二
・
五
ｍ
、
重
さ
三
ｔ
、
関
東
で
も
屈
指

の
規
模
を
誇
る
。
例
大
祭
は
、
昭
和
四
十

二
年
以
降
八
王
子
ま
つ
り
に
併
合
し
て
行

わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
三
年
よ
り
千
貫

神
輿
と
し
て
八
王
子
ま
つ
り
の
名
物
の
一

つ
と
な
る
。
約
千
六
百
人
の
担
ぎ
手
に
よ

る
渡
御
が
勇
壮
に
行
わ
れ
る
。 

             

千貫神輿 

号 額 

機守さま 機守神社 
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●
山
車 

 

境
内
に
は
、
八
幡
町
一
・
二
丁
目
、
八

幡
上
町
、
八
木
町
、
追
分
町
、
元
本
郷
町
、

平
岡
町
の
山
車
の
保
管
庫
が
あ
る
。
山
車

は
、
八
月
の
八
王
子
祭
り
で
曳
か
れ
る
。 

 

               

⑦
水
無
瀬
橋 

 

日
吉
町
・
横
川
町 

 

南
浅
川
に
架
か
る
橋
、
日
吉
町
と
横
川

町
を
結
び
、
陣
馬
街
道
が
通
る
。
昭
和
八

年
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
な
り
、
昭
和

六
十
年
現
橋
梁
に
改
架
さ
れ
た
。
か
つ
て

こ
の
あ
た
り
で
、
南
浅
川
は
伏
流
水
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
起
こ
る
。 

以
前
、
元
八
王
子
の
人
達
は
、
八
王
子

へ
行
く
と
き
、
こ
の
水
無
瀬
橋
を
利
用
す

る
人
が
多
か
っ
た
。
南
浅
川
に
掛
か
る
木

橋
で
大
雨
で
も
な
け
れ
ば
何
時
も
水
が
な

く
橋
が
な
く
て
も
渡
れ
た
と
い
う
。 

し
か
し
利
用
者
が
年
々
増
え
る
に
従

い
、
橋
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
き
た
。
明

治
二
十
二
年
十
二
月
元
八
王
子
村
横
川
浅

右
衛
門
が
発
起
人
と
な
り
、
有
料
の
木
橋

を
架
設
、
水
無
瀬
橋
と
命
名
、
通
行
料
が

定
め
ら
れ
た
。 

一
般
徒
行 

一
人 

 

金
三
厘 

人
力
車 

 
 

 
 

 

金
七
厘 

荷
付
き
馬
車 

 
 

 

金
二
銭
五
厘 

こ
の
料
金
で
十
年
間
続
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
ま
た
大
雨
で
橋
が
流
失
し
て
し
ま

い
、
明
治
三
十
九
年
三
月
に
下
壱
分
方
村

山
口
重
兵
衛
は
自
ら
私
財
を
寄
付
し
、
神

社
の
欅
を
切
り
、
郡
と
協
力
し
完
成
さ
せ

た
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
こ
の
橋
は
暴
風

雨
や
大
雨
で
何
回
と
な
く
流
失
し
往
来
止

め
も
出
た
ほ
ど
。
よ
う
や
く
昭
和
八
年
三

月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
竣
工
、

現
在
の
新
し
い
橋
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。 

千貫神輿 

八幡町一・二丁目の山車 
山車・人形とも市有形文化

 

日吉町の山車 
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水
無
瀬
橋
、
荻
原
橋
、
暁
橋
な
ど
、
も
と

は
民
間
人
で
架
設
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。 

                     

               

●
弘
法
さ
ん
と
水 

 

昔
、
欲
ば
り
の
婆
さ
ん
が
旅
の
乞
食
坊

主
が
求
め
た
一
杯
の
水
を
与
え
な
か
っ
た

為
、
坊
主
の
立
ち
去
っ
た
後
、
川
の
水
は

涸
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

乞
食
坊
主
は
弘
法
大
師
で
あ
っ
た
と
い
う

お
話
。 

 

●
旧
水
無
瀬
橋
の
跡 

 

追
分
か
ら
始
ま
っ
た
陣
馬
街
道
が
、
南

浅
川
の
水
無
瀬
橋
北
側
で
切
れ
て
い
る
。

明
治
の
頃
に
は
、
立
派
な
木
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。
今
も
一
部
に
面
影
を

残
し
て
お
り
、
旧
道
も
部
分
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。 

               

水無瀬橋 南浅川付近の水無瀬橋 

旧水無瀬橋（大正元年） 

旧水無瀬橋の跡 
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⑧
日
吉
八
王
子
神
社 

日
吉
町
八
‐
二
十 

祭
神 

国
狭
槌
尊
（
く
に
さ
づ
ち
の
み
こ
と
） 

例
祭 

五
月
四
日 

社
伝
に
よ
る
と
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）

の
創
立
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
法
印
嶋
之
坊
俊
盛
が
社
殿

を
造
営
し
、
八
王
子
明
神
社
と
称
し
、
由

井
領
の
総
鎮
守
と
し
た
。
八
王
子
十
五
宿

組
の
祈
願
所
。
現
在
の
拝
殿
は
、
明
治
三

十
五
年
に
改
築
さ
れ
た
も
の
。
境
内
に
稲

荷
社
延
命
子
育
地
蔵
が
あ
る
。 

           

                       

●
あ
ゆ
塚 

鮎
の
供
養
の
た
め
明
治
三
十
二
年
に

建
て
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
、
浅
川
、
多
摩

川
中
流
域
で
獲
れ
る
鮎
が
幕
府
に
献
上
さ

れ
た
。
中
で
も
浅
川
と
多
摩
川
の
合
流.

近
く
で
は
、
良
質
の
鮎
が
獲
れ
た
。
献
納

の
時
期
に
な
る
と
、
幕
府
の
役
人
が
現
れ
、

品
や
数
を
改
め
た
と
い
う
。 

               
延命子育て地蔵尊 

日吉神社 

延命子育て地蔵尊 

あ ゆ 塚 
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⑨
千
人
頭
拝
領
馬
場
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
人
町 

宗
格
院
の
北
側
、
長
さ
百
六
十
三
間

半
・
幅
七
間
半
・
面
積
千
二
百
二
十
六
坪
、

縦
長
の
馬
術
訓
練
の
馬
場
が
あ
っ
た
。
寛

政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
月
調
べ
の
千
人

同
心
住
居
地
図
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
い

つ
の
こ
ろ
か
不
明
だ
が
、
甲
州
街
道
か
ら

宗
格
院
へ
と
入
る
道
を
馬
場
横
町
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

             
⑩
良
价
山

宗
格
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
人
町
二
‐
十
四
‐
十
八 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

聖
観
世
音
菩
薩 

開
山 

价
州
良
天 

開
基 

山
本
忠
房
（
良
天
の
兄
） 

開
創 

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
） 

 

武
田
氏
滅
亡
後
、
父
山
本
忠
玄
と
忠
房

が
千
人
頭
と
し
て
八
王
子
に
移
り
住
み
、

良
天
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
文
禄
二
年
、
こ

の
地
に
宗
格
庵
と
称
し
た
草
庵
を
結
ん
だ
。

そ
の
後
、
興
福
寺
第
六
世
永
雲
上
人
に
よ

っ
て
一
寺
と
し
、
良
价
山
宗
格
院
と
な
し

た
。
後
に
、
臨
済
宗
か
ら
曹
洞
宗
に
帰
し
、

興
福
寺
末
寺
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

墓
地
に
は
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
松
本
斗

機
蔵
の
墓
が
あ
り
、
境
内
に
は
浅
川
の
氾

濫
を
防
ぐ
た
め
築
い
た
堤
防
の
一
部
が
残

っ
て
い
る
。 

              

あ ゆ 塚 

千人頭拝領馬場跡 

宗 格 院 
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●
松
本
斗
機
蔵
胤
親
の
墓 

 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
天
保
十

二
年
（
一
八
四
一
）
、
千
人
同
心
組
頭
松
本

恭
蔵
胤
保
の
子
。
幼
少
よ
り
学
問
を
好
み
、

塩
野
適
齋
よ
り
漢
学
を
学
び
、
歴
史
・
天

文
・
兵
学
・
蘭
学
等
に
通
じ
た
。
蘭
学
者

の
高
野
長
英
・
渡
辺
崋
山
ら
と
も
交
流
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

九
月
ア
メ
リ
カ
船
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
に
つ

い
て
「
献
芹
微
衷
（
け
ん
き
ん
び
ち
ゅ
う
）
」

を
著
し
、
外
国
船
打
ち
払
い
の
無
謀
を
説

く
上
書
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
る
。 

           

                        

●
お
セ
キ
さ
ま
（
セ
キ
地
蔵
） 

 

境
内
左
手
の
八
角
堂
に
納
め
ら
れ
て
い

る
、
大
き
な
石
の
地
蔵
で
あ
る
。 

「
せ
き
地
蔵
」
ま
た
は
「
お
セ
キ
さ
ま
」

と
呼
ば
れ
、
咳
に
悩
む
人
が
お
参
り
す
る

と
治
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
地
蔵
は
、
千
人
頭
、
山
本
家
の
娘

セ
キ
の
供
養
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
ま
で
は
、
信
仰
も

盛
ん
で
、
病
が
治
っ
た
折
り
に
、
竹
筒
二

本
に
お
酒
を
入
れ
て
奉
納
す
る
と
い
う
風

習
も
あ
っ
た
。 

           
献芹微衷の書 

松本斗機蔵胤親の墓 

松本斗機蔵の墓全景 

八 角 堂 
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●
石
見
土
手 

 

江
戸
時
代
の
初
め
、
幕
府
の
命
で
関
東

総
代
官
大
久
保
石
見
守
長
安
が
指
揮
を
摂

り
浅
川
の
氾
濫
に
よ
る
洪
水
災
禍
か
ら
守

る
た
め
築
か
れ
た
。
千
人
町
か
ら
元
本
郷

町
に
か
け
て
築
造
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

宗
格
院
の
庫
裏
裏
に
僅
か
だ
が
土
手
ら
し

き
石
垣
が
残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
遺
構
か

ど
う
か
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
南
浅
川

に
近
い
千
人
町
十
一
番
地
周
辺
に
は
、
高

さ
三
ｍ
長
さ
五
十
ｍ
の
堤
防
が
残
っ
て
い

る
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
作
成
さ
れ

た
「
千
人
同
心
住
宅
地
図
」
の
中
で
、
川

除
と
記
さ
れ
い
る
。 

こ
れ
が
土
手
の 

一
部
で
は
な
い 

か
と
の
説
も 

あ
る
が
不
明
。 

     

            

●
河
西
祐
助
知
節
顕
彰
之
碑 

 

今
か
ら
二
百
十
年
以
上
前
の
寛
政
十
二

年
（
一
八
○
一
）
、
八
王
子
千
人
同
心
組
頭

見
習
い
の
河
西
祐
助
知
節
は
、
妻
の
梅
と

長
男
橘
太
郎
を
伴
い
、
同
心
ら
と
共
に
北

海
道
勇
払
の
地
で
北
方
警
備
と
開
拓
に
従

事
し
た
。
当
地
で
女
児
を
も
う
け
た
梅
は
、

酷
寒
と
二
児
を
育
て
る
苦
労
が
重
な
り
、

二
十
五
歳
の
若
さ
で
永
眠
し
た
。
悲
し
み

に
く
れ
る
祐
助
が
、
妻
を
想
っ
て
詠
ん
だ

「
哭
家
人
」
の
詩
は
有
名
で
あ
る
。 川除の土手と云われる 

千人町 11 番地南浅川用地 

石見土手 

八角堂内部 おセキさま 
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⑪
千
人
町
地
蔵
堂
跡
の
碑 

本
尊
地
蔵
菩
薩
（
銅
製
）
、
享
保
年
間

（
一
七
一
六
～
三
六
）
に
再
建
さ
れ
た
。

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
多
摩
御
陵
建
設

に
伴
う
甲
州
街
道
の
改
修
に
よ
り
廃
堂
に

な
っ
た
。
八
王
子
宿
の
西
の
出
口
に
あ
た

る
所
に
あ
っ
た
為
、
地
蔵
堂
は
代
名
詞
的

な
存
在
に
な
っ
て
い
た
。
甲
州
街
道
八
王

子
宿
の
東
と
西
の
出
入
り
口
は
鉤
の
手
に

曲
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
地
蔵
堂
跡
の
碑

の
隣
に
は
、
大
正
二
年
に
建
て
ら
れ
た
大

き
な
分
岐
道
標
が
あ
る
。「
右
高
尾
山
、
左

真
覚
寺 

道
」
と
刻
さ
れ
て
い
る 

 

                        

                       

河西祐助知節顕彰之
 

並木町 
左：旧甲州街道  右：甲州街道 

地蔵堂跡の碑と分岐道標の碑 地蔵堂跡の碑 

千人同心家子孫の居宅と屋敷塀 
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⑫
祥
雲
山

長
安
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

並
木
町
七
‐
一 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

準
提
観
音
菩
薩 

寺
宝 

聖
観
世
音
菩
薩 

開
山 

正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
以
前 

開
基 

陽
山
嶺
暾
大
和
尚 

創
建
、
本
堂
建
立
等
の
詳
細
は
、
戦
火

に
よ
り
焼
失
し
不
明
で
あ
る
。 

              

   
      

   

●
徳
本
上
人
名
号
塔 

 

境
内
に
は
徳
本
上
人
の
名
号
塔
が
立
っ

て
い
る
。
上
人
は
、
紀
伊
国
生
ま
れ
で
、

宝
暦
八
年
（
七
五
八
）
か
ら
文
政
元
年
（
一

八
一
八
）
の
人
。
念
仏
唱
導
者
。
石
川
日

記
に
よ
る
と
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

十
一
月
十
五
日
、
八
王
子
の
大
善
寺
を
訪

れ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
他
に
市
内
に
は
六
基
の
名
号

塔
が
残
っ
て
い
る
。 

 

          

●
路
面
電
車
の
石
畳 

 

長
安
寺
参
道
に
は
、
市
内
の
甲
州
街
道

を
走
っ
て
い
た
路
面
電
車
の
敷
石
が
再
利

用
、
保
存
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
中
央
電
気

鉄
道
（
路
面
電
車
）
は
、
新
町
か
ら
浅
川

駅
（
現
高
尾
駅
）
ま
で
走
っ
て
い
た
が
、

八
王
子
大
空
襲
の
被
害
に
遭
い
、
昭
和
二

十
年
八
月
以
降
中
止
さ
れ
た
。
但
し
、
昭

和
三
十
年
三
月
浅
川
駅
か
ら
高
尾
橋
間
が

開
通
し
て
い
る
。 

   

祥雲山長安寺 

徳本上人名号塔 

長安寺紋 
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●
千
人
同
心
の
成
り
立
ち 

千
人
同
心
の
原
型 

 

千
人
同
心
の
母
体
は
、
戦
国
時
代
の
甲

斐
で
あ
る
。
こ
の
武
田
家
の
な
か
に
小
人

頭
と
呼
ば
れ
る
役
職
が
あ
る
。
こ
の
小
人

頭
は
中
間
頭
と
も
呼
ば
れ
、
九
人
が
各
三

十
人
ず
つ
の
小
人
、
中
間
を
預
か
り
、
信

玄
の
居
館
の
番
役
や
領
国
内
外
を
結
ぶ
主

要
道
路
の
警
備
に
あ
た
る
の
が
任
務
だ
っ

た
。 

 

当
時
の
武
田
家
は
、
家
臣
団
の
統
制
法

と
し
て
寄
親
―
寄
子
制
を
採
用
し
て
い
た
。

小
人
頭
が
寄
親
に
あ
た
り
小
人
が
寄
子
に

あ
た
る
。
こ
の
寄
子
は
時
と
場
合
に
よ
っ

て
「
同
心
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
か
ら
類
推
し
て
「
千
人
同
心
」
の
呼

称
も
、
こ
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
。 

 

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
武
田
が
滅
び
、

本
能
寺
の
変
で
信
長
が
死
亡
す
る
と
、
甲

斐
国
は
徳
川
氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
。 

こ
の
時
期
の
家
康
の
施
策
は
、
武
田
旧

家
臣
を
出
来
る
だ
け
登
用
し
、
小
人
頭
た

八王子市街 

横山町米屋呉服店より八日町八幡方面
を望む （昭和 5 年  「多満乃誇」） 

八日町より横山町方面を望む 
（昭和 5 年 「多満乃誇」 

長安寺の石畳 
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ち
も
、
こ
の
時
に
徳
川
家
の
家
臣
団
と
し

て
再
編
成
さ
れ
、
改
め
て
甲
斐
国
境
の
警

備
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
小
人

頭
は
、
配
下
に
二
百
五
十
人
ほ
ど
の
小
人

を
抱
え
て
い
た
。
こ
の
小
人
頭
―
小
人
、

中
間
（
同
心
）
の
形
態
が
、
後
の
八
王
子

千
人
頭
―
同
心
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。 

 

甲
斐
の
国
境
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
九

人
の
小
人
頭
が
、
配
下
の
小
人
た
ち
と
共

に
落
城
後
間
も
な
い
、
天
正
十
八
年
（
一

五
九
〇
）
八
王
子
城
下
に
移
っ
た
。
こ
の

時
に
移
っ
て
き
た
小
人
の
数
は
、「
桑
都
日

記
」
に
は
二
百
五
十
名
と
書
か
れ
て
い
る
。 

千
人
町
へ
の
移
住 

 

現
在
の
八
王
子
市
千
人
町
の
町
名
は
、

千
人
同
心
に
由
来
し
て
い
る
。
八
王
子
城

下
に
い
た
小
人
頭
と
小
人
た
ち
が
、
現
在

の
千
人
町
に
移
住
し
こ
の
地
域
を
中
心
に

居
住
し
た
。 

「
桑
都
日
記
」
に
よ
れ
ば
こ
の
移
住
は
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
春
正
月
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
八
王
子
の

宿
場
町
が
こ
の
段
階
で
、
あ
る
程
度
完
成

し
た
姿
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て

い
る
。 

 

千
人
同
心
の
成
立 

 

八
王
子
城
下
に
配
置
さ
れ
て
い
た
小
人

頭
と
小
人
た
ち
が
、
千
人
町
に
拝
領
屋
敷

を
与
え
ら
れ
移
転
す
る
頃
に
な
る
と
、
こ

の
組
織
は
頭
十
人
、
各
組
の
小
人
五
十
人

の
十
隊
、
五
百
人
の
編
成
に
な
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
後
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
亥

春
（
い
の
は
る
）
八
王
子
在
陣
の
大
久
保

長
安
に
よ
っ
て
再
度
五
百
名
の
増
員
が
計

ら
れ
、
千
人
の
集
団
に
な
っ
た
。 

「
桑
都
日
記
」
は
、
こ
の
事
実
を
、
慶
長

五
年
の
項
に
記
し
て
い
る
。 

 

事
実
上
こ
の
段
階
で
千
人
同
心
が
成
立

し
た
。
小
人
頭
が
千
人
頭
と
し
て
、
小
人

た
ち
は
同
心
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と

に
な
る
。 

 

千
人
同
心
の
拠
点
で
あ
る
千
人
町
に
は

千
人
頭
の
拝
領
屋
敷
が
軒
を
連
ね
、
そ
の

屋
敷
は
広
大
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
な
か

で
、
原
家
の
場
合
は
屋
敷
面
積
が
約
七
千

坪
で
、
そ
の
間
口
は
百
間
（
約
一
八
〇
ｍ
）
、

奥
行
き
が
七
十
間
（
約
百
二
六
ｍ
）
あ
っ

た
。 

 

千
人
頭
の
家
々 

 

も
と
も
と
九
人
で
あ
っ
た
小
人
頭
が
十

人
に
増
員
さ
れ
た
の
は
、
天
正
十
九
年
（
一

五
九
一
）
だ
っ
た
。
そ
の
後
小
人
頭
は
そ

の
ま
ま
千
人
頭
と
な
り
、
近
世
を
通
じ
て

継
続
さ
れ
て
い
く
。 

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
段
階
で
の
千

人
頭
十
家
と
は
、
荻
原
（
下
・
東
）
、
窪
田

（
上
・
西
）
、
窪
田
別
家
、
窪
田
（
下
・
東
）

志
村
、
原
、
中
村
、
河
野
、
山
本
、
石
坂

の
各
家
々
で 

あ
っ
た
。 

       

千人同心組頭の家 
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明治 江 戸 時 代 

郷土調練図 

一
五
九
〇
年 

同
心
母
体 

八
王
子
城
下
へ 

一
五
九
九
年 

千
人
同
心
成
立 

一
七
九
〇
年
代 

寛
政
の
改
革 

 

一
八
六
八
年 

千
人
同
心
解
体 

一
六
五
二
年 

火
の
番 

拝
命 

日光火の番（ 216 年間、1030 回 ） 

千人同心の 
文化活動 ・ 
武術が豊かに 

この時代にに 

関
ヶ
原
出
陣 

江戸西端の 
治安維持 

長
州
出
兵
一
・
二
次 

将
軍
日
光
社
参
・
お
供 

将
軍
上
洛
・
お
供 

江
戸
火
消
役 

横
浜
警
衛 

大
阪
夏
の
陣
出
陣 

将
軍
上
洛
・
お
供 

蝦
夷
地
開
拓
（
函
館
） 

蝦
夷
地
開
拓
（
白
糠
・
勇
払
） 

お
役
目 

今回はここに焦点をあてて 
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●
武
術
と
文
化
活
動 

寛
政
の
改
革
（
一
七
九
〇
年
代
）
に
よ

っ
て
、
文
武
が
奨
励
さ
れ
た
結
果
、
剣
術

を
中
心
と
す
る
武
術
の
修
行
が
活
発
化
し

た
。
ま
た
千
人
頭
や
組
頭
の
子
弟
を
中
心

に
、
幕
府
の
学
問
所
で
あ
る
江
戸
昇
平
坂

学
問
所
で
学
問
を
学
ぶ
こ
と
も
盛
ん
に
な

っ
た
。 

○
武
術 

◆
大
平
真
鏡
流 

下
野
国
（
栃
木
県
）
出
身
の
若
菜
真
鏡

が
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
下
野
国
の

大
平
山
（
栃
木
県
大
平
町
）
で
創
始
し
た

武
芸
流
派
で
あ
る
。
江
戸
青
山
の
道
場
は

三
千
人
を
擁
し
た
。
剣
術
の
ほ
か
に
、
薙

刀
、
柔
、
居
合
い
術
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。 

そ
の
後
、
八
王
子
で
出
張
稽
古
が
始
ま

り
千
人
頭
を
始
め
多
く
の
千
人
同
心
が
門

弟
と
な
り
、
千
人
町
の
道
場
で
剣
術
修
行

が
盛
ん
と
な
っ
た
。
大
平
真
鏡
流
の
八
王

子
総
指
南
役
と
な
っ
た
の
が
、
組
頭
塩
野

適
齋
で
あ
る
。
寛
政
三
年
、
真
鏡
齋
に
入

門
、
腕
を
磨
き
八
王
子
指
南
役
と
し
て
多

く
の
千
人
同
心
を
指
南
し
た
。
こ
れ
よ
り

改
之
進
、
哲
之
輔
と
塩
野
氏
三
代
が
八
王

子
の
大
平
真
鏡
流
を
指
導
し
た
が
、
塩
野

氏
の
ほ
か
に
師
範
が
い
な
い
た
め
千
人
同

心
以
外
の
門
人
が
少
な
く
、
千
人
同
心
の

解
体
と
と
も
に
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。 

◆
天
然
理
心
流 

多
摩
地
方
で
広
が
っ
た
実
践
的
な
剣

法
の
流
派
で
、
遠
州
（
静
岡
県
）
出
身
の

近
藤
内
蔵
之
助
が
寛
政
年
間
（
一
七
八
九

～
一
八
〇
一
）
初
期
に
創
始
し
、
江
戸
両

国
薬
研
堀
に
道
場
を
構
え
多
摩
や
相
州
に

広
め
た
。 

近
藤
三
助
は
戸
吹
村
の
名
主
坂
本
家

に
生
ま
れ
、
近
藤
氏
を
継
ぎ
二
代
目
に
な

っ
た
。
自
邸
に
道
場
を
開
き
千
五
百
人
の

門
弟
を
教
え
た
。
三
助
の
有
力
な
門
人
に

千
人
同
心
増
田
蔵
六
、
松
崎
正
作
、
宮
岡

三
八
ら
と
、
農
民
出
身
で
三
代
目
の
近
藤

（
島
崎
）
周
助
ら
が
い
た
。 

天
然
理
心
流
に
は
、
複
数
の
系
譜
が
あ

っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
千
人
同
心
の
系
統

が
あ
る
。
千
人
同
心
窪
田
組
組
頭
増
田
蔵

六
は
、
三
助
亡
き
あ
と
、
門
人
実
力
随
一

で
あ
っ
た
が
三
助
の
跡
を
継
が
ず
、
千
人

町
の
組
屋
敷
に
道
場
を
開
き
指
南
し
た
。 

同
じ
窪
田
組
の
松
崎
正
作
、
松
崎
和
多

五
郎
親
子
は
戸
吹
村
に
道
場
を
構
え
多
く

の
千
人
同
心
を
指
導
し
た
。 

◆
柳
剛
流
（
り
ゅ
う
ご
う
り
ゅ
う
） 

千
人
同
心
組
頭
石
川
良
助
が
日
影
和

田
村(

青
梅
市)

で
千
人
同
心
や
農
民
を
指

導
し
て
い
た
。 

◆
甲
源
一
刀
流 

千
人
同
心
比
留
門
半
蔵
（
ひ
る
ま
は
ん

ぞ
う
）
が
高
麗
郡
梅
原
村
（
埼
玉
県
日
高

市
）
か
ら
八
王
子
に
出
向
き
千
人
同
心
を

指
導
し
て
い
た
。 
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蔵六使用の木刀献額 

増田蔵六肖像画 
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『日光山誌』 火の番屋宅近辺の絵図（部分拡大）  

桑都日記 武蔵名称図絵 
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○
文
化
活
動 

こ
の
頃
（
一
七
九
〇
年
代
～
）
、
八
王

子
千
人
同
心
に
は
、「
日
光
山
志
」
を
著
し

た
植
田
孟
縉
（
も
う
し
ん
）
を
始
め
と
す

る
知
識
人
が
輩
出
し
、
私
塾
や
寺
子
屋
を

営
む
者
も
い
た
。
特
に
塩
野
適
齋
は
芳
潤

館
と
い
う
塾
を
開
き
、
養
父
塩
野
鶏
沢
（
け

い
た
く
）
の
時
代
か
ら
、
門
弟
を
昇
平
坂

学
問
所
に
送
っ
た
。 

 

ま
た
蝦
夷
地
か
ら
帰
っ
て
文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）
千
人
頭
に
復
帰
し
た
原
半

左
衛
門
胤
敦
は
、
幕
府
の
地
誌
捜
索
の
銘

を
受
け
、「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
つ
い

て
、
植
田
、
塩
野
な
ど
数
名
の
組
頭
と
共

に
多
摩
郡
、
高
麗
郡
の
編
纂
事
業
を
完
成

さ
せ
た
。
特
に
地
史
捜
索
の
成
果
と
し
て
、 

植
田
孟
縉
は
、「
武
蔵
名
勝
図
会
」
を
著
し
、

又
日
光
勤
番
の
合
間
を
利
用
し
「
日
光
山

志
」
を
著
し
た
。
塩
野
適
齋
は
「
桑
都
日

記
」
を
著
し
、
幕
府
に
献
上
し
た
。 

組
頭
松
本
斗
機
蔵
は
、
幕
府
代
官
江
川

太
郎
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
蘭
学
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
、
モ
リ
ソ
ン
号
事
件
が

起
こ
る
と
、
九
月
、
世
界
の
情
勢
を
的
確

に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
幕
府
の
外
交
政
策

の
大
転
換
を
求
め
る
具
体
的
な
提
言
で
あ

る
「
献
芹
微
衷
」
を
著
し
た
。
こ
の
著
は
、

後
書
き
に
水
戸
中
納
言
徳
川
斉
昭
の
上
覧

を
乞
う
「
願
い
書
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 ●
モ
リ
ソ
ン
号
事
件 

鹿
児
島
湾
と
浦
賀
沖
に
現
れ
た
ア
メ

リ
カ
商
船
モ
リ
ソ
ン
号
に
対
し
薩
摩
藩
及

び
浦
賀
奉
行
は
「
異
国
船
打
払
令
」
に
基

づ
き
砲
撃
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
モ

リ
ソ
ン
号
に
は
マ
カ
オ
で
保
護
さ
れ
て
い

た
日
本
人
漂
流
民
の
音
吉
ら
七
人
が
乗
っ

て
お
り
、
モ
リ
ソ
ン
号
は
こ
の
日
本
人
漂

流
民
の
送
還
と
通
商
・
布
教
の
た
め
に
来

航
し
て
い
た
事
が
一
年
後
に
分
か
り
、
異

国
船
打
払
令
に
対
す
る
批
判
が
強
ま
っ
た
。 

    

塩野適斎の家 

塩
野
適
斎
肖
像 

モリソン号 
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◎
参
考
資
料 

・
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

・
武
蔵
名
勝
図
絵 

・
石
川
日
記 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
武
州
八
王
子
多
賀
神
社
誌 

・
八
王
子
の
歴
史
と
文
化 

・
八
王
子
千
人
同
心
の
地
域
調
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